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前回（H22.2.4）からの修正箇所一覧 
平成 22年 2月 23日 

修 正 前 修 正 後 

2 ページ 
下から１４行目 

「このような状況を踏まえ、備前市、赤穂市、上郡町で安心して暮ら 

せる地域として「東備西播定住自立圏」を形成し、圏域から都市部へ 

の人口流出を食い止めるとともに、都市部の住民へもそれぞれのライ 

フステージやライフスタイルに応じた居住の選択肢を提供し、本圏域 

への人の流れの創出を図るものとする。 

圏域内の市町が、将来にわたり暮らしに必要な生活機能を確保し、 

活力ある地域を創造していくためには、圏域市町が互いに連携・協力 

しながら役割分担して生活機能の充実を図るとともに、圏域の自然、 

歴史、文化を見つめ直し、その魅力を活かし、高めていくことが重要 

である。そのためには、行政と圏域の住民や団体等が協働して地域を 

運営していく視点が必要である。 」 

「このような状況を踏まえ、備前市、赤穂市、上郡町で安心して暮らせ 

る地域として「東備西播定住自立圏」を形成し、圏域市町が互いに連 

携・協力しながら役割分担して生活機能の充実や経済基盤の強化を図 

るとともに、行政と圏域の住民や団体等が協働して圏域の自然、歴史、 

文化を見つめ直し、その魅力を活かし、高めていくことが必要である。 

その結果、圏域から都市部への人口流出を食い止めるとともに、都 

市部の住民へもそれぞれのライフステージやライフスタイルに応じた 

居住の選択肢を提供し、本圏域への人の流れの創出を図る。また、圏 

域への民間投資を促進し、地域経済を活性化させるとともに、分権型 

社会にふさわしい、安定した社会空間を創出するものとする。 」 

2 ページ 
下から 3 行目 

「中心市である備前市と圏域の中心的都市である赤穂市とが連携し、」 「 備前市と 赤穂市 が連携し、」 

3 ページ 
上から６行目 

「笑顔あふれるまち」を目指して 「自然と歴史につつまれた、笑顔あふれる文化交流都市圏」を目指して 

3 ページ 
上から１４行目 

（３）市町の役割分担 

（右記文章を挿入） 

（３）市町の役割分担 

「備前市 … 備前焼や閑谷学校等の伝統文化の保存、 発展を図るととも 

に、豊かな山海の恵みを圏域の活性化に活かしていく。 

赤穂市 … 忠臣蔵や赤穂城跡等の歴史文化の保存、 発展を図るととも 

に、充実した生活機能を圏域の利便性向上に活かしていく。 

上郡町 … 古代山陽道や赤松氏等の歴史資源の保存、活用を図ると 

ともに、豊かな山川の恵みを圏域の安らぎに活かしていく。」
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修 正 前 修 正 後 

３ページ 
下から６行目 

（右記文章を挿入） 

「なお本ビジョンに掲げる事業は、３市町が有機的に連携することにより相乗 

効果が期待できる事業を中心に列記したものであるが、魅力ある圏域づくり 

のためには、各市町がそれぞれで行うべき分野、事業等についても施策の 

充実を図ることが不可欠である。今後はこのことを認識して、事業を展開す 

る必要がある。」 

４ページ 「東備西播定住自立圏キャッチフレーズ等一覧表」を追加。 

5 ページ 
（ア）地域医療の連携 （ア）地域医療の連携 

5 ページ 
上から９行目 

圏域の中核的病院である赤穂市民病院を中心に、備前病院、日生 

病院、吉永病院の 4 公立病院が連携・協力して役割分担を図るとともに、各 

市町医師会等関係機関とも連携し、住民への医療サービスの充実を図る。 

それぞれの病院医師への患者紹介をより円滑に行うため、医師をはじ 

め医療職員の情報交換や医療技術の向上を目指した研修を実施する。 

さらに、圏域の中核的病院である赤穂市民病院を中心に、備前病院、日 

生病院、吉永病院の 4 公立病院が連携・協力して役割分担を図るとともに、 

各市町医師会等関係機関とも連携 を図る。 

6 ページ 

（ア）生涯学習の推進 （ア）生涯学習の推進 

７ページ 
事業名 伝統芸能・郷土芸能大会開催事業 

事業内容中、「広島県三好市」 

事業名 伝統芸能・郷土芸能大会開催事業 

事業内容中、「広島県三次市」 

１１ページ 

（イ）学校給食の広域連携 （イ）学校給食の広域連携 

良い医療がやさしく安全に、効率的に提供される圏域を目指す。 

文化・スポーツ活動へ参加の機会や住民間の交流を拡充し、健康でい 
きいきと暮らせる圏域を目指す。 

学校給食を充実し、食育の推進と保護者の負担軽減を目指す。
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修 正 前 修 正 後 

１２ページ 

（ア）地産地消の推進及び地域ブランドの発掘 （ア）地産地消の推進及び地域ブランドの発掘 

１３ページ 

（イ）観光振興の推進 （イ）観光振興の推進 

１４ページ 

（ウ）鳥獣害防止総合対策 （ウ）鳥獣害防止総合対策 

１５ページ 

（エ）企業誘致の推進 （エ）企業誘致の推進 

１６ページ 

（ア）地域公共交通ネットワークの構築 （ア）地域公共交通ネットワークの構築 

１７ページ 

（ア）地域情報ネットワークシステムの構築 （ア）地域情報ネットワークシステムの構築 

１８ページ 

（ア）住民交流 （ア）住民交流 

定住自立圏フォーラム開催事業 

事 業 費 
（千円） 

22 年度 

700 

定住自立圏フォーラム開催事業 

事 業 費 
（千円） 

22 年度 

3,200 

地産地消を推進するとともに、圏域ブランド商品を発掘・開発し、圏域経 

済の活性化とブランド力の強化を目指す。 

恵まれた観光資源を有効に活用して圏域の魅力を全国に発信し、交流 

人口の拡大と賑わいの創出を目指す。 

農作物等への鳥獣被害の減少を目指す。 

企業誘致を推進し、圏域経済の活性化と雇用の場の確保を目指す。 

移動手段の確保により、住民の生活エリアの拡大と交流人口の拡大を 

目指す。 

双方向による情報の発信により、圏域内の結びつきの強化を目指す。 

賑わいの創出と相互理解を深め、圏域外住民との交流、圏域の魅力の 

発信により定住人口の確保を目指す。
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修 正 前 修 正 後 

２０ページ 

（イ）移住の促進 （イ）移住の促進 

２１ページ 

（ア）圏域内の職員等の交流 （ア）圏域内の職員等の交流 

２３ページ 
総事業費 

事 業 費 
（千円） 

22 年度 計 

22,500 381,600 

総事業費 

事 業 費 
（千円） 

22 年度 計 

25,000 384,100 

２４ページ 

ウ 地域内外の住民との交流・移住促進 

事 業 名 H22 事業費 計 

定住自立圏フォーラム開催事業 700 700 

小計 1,814 16,214 

地域内外の住民との交流・移住促進：計 2,714 20,714 

結びつきやネットワークの強化に係る政策分野：計 3,864 103,864 

ウ 地域内外の住民との交流・移住促進 

事 業 名 H22 事業費 計 

定住自立圏フォーラム開催事業 3,200 3,200 

小計 4,314 18,714 

地域内外の住民との交流・移住促進：計 5,214 23,214 

結びつきやネットワークの強化に係る政策分野：計 6,364 106,364 

圏域内外の人々がお互いを理解し、圏域の魅力を発信することにより、 

転入人口、多様な人材の確保を目指す。 

市町職員等の資質を向上し、圏域マネジメント能力を高めることにより、 

圏域を牽引する人材育成を目指す。


